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１．研究計画の概要 
  人々の活動の記録として時間経過ととも
に蓄積される文書群には、活動に参加した
人々がどのような知識を用い、活動を行った
かの痕跡が含まれている。 

本研究では、これら文書群の解析を行うこ
とにより、そこに記述された主題の変化パタ
ーンを抽出し、1. 変化をもたず定常的に記述
される知識（オントロジー的なもの）、2. あ
る時点でのみ使われる知識（アドホックに使
われるヒューリスティクス的なもの）を抽出
することを目指している。 

とくに後者の抽出を行うことにより、明示
的な構造を持ち、なおかつ時間経過と共に変
化してしまわないという性質を持つことで
知識システムの拠り所となっているオント
ロジーに対し、オントロジーではカバーしき
れなかった知識の利用側面をとらえ、利用者
の文脈に寄り添った知識支援を行うことを
目的とする。そのために、文書からの記述内
容の時間変化パターンの抽出と、それらを抽
出システム利用者の視点に基づいて動的に
再構成を行うことができるシステムの構築
を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究では、比較的長期間にわたって行わ
れた設計活動などの記録文書を集め、一定時
間分ごとの文書にグループし、文書によって
は細かな断片へと分けたうえで、グループご
とにクラスタリングを行い、生成されたクラ
スタの文書グループ間、つまり時間経過に伴
う遷移を主題遷移として抽出し、つづいて利
用者の視点から再構成するシステムを構築
している。システムの構築に伴い、これまで
に以下のような検討を行った。 

(1) 時系列文書以外の時系列データとして、
個人の行動履歴に着目し、個人が持つ携帯電
話から、位置の履歴、閲覧・記述したコンテ
ンツの履歴などからなる行動履歴の取得を
行った。取得した履歴に基づき、個人が日常
的な行動をとっているのか、非日常的な行動
をとっているのかを判別する仕組みを構築
し、文書以外にも本手法が適用可能であるか
を確認した。 
(2) 文書内に記述されている内容の忘却を行
うモデルの検討、および時間経過に伴い忘却
する割合のパラメータ検討を実施した。具体
的には、文書内に記述されている内容を分類
し主題とするためのクラスタリングにおけ
るパラメータ、忘却を行う仕組み、忘却に際
してのパラメータなどの検討を行った。 
(3) 設計活動にまつわる記録以外に、近年
Web 上に数多く蓄積されるようになった、多
数の人間が参加するコミュニケーションの
記録を対象として、本研究手法の適用を行っ
た。 

その結果、なんらかの趣旨に基づき蓄積さ
れたデータへ、本研究の手法を応用できるこ
とがわかった。たとえば、同一の目的を持っ
て複数の対象の検討を行った議事録からは、
忘却の度合いを高くすることで各対象に関
する議論を抽出できた。 
一方、特定の対象も共通の目的ももたず、

多人数が多数の対象について並行して議論
を行っているような文書群では、議論にまつ
わる複数の時間が並行して進んでいる状態
となり、一律に忘却を行う本研究の手法では、
主題繊維の抽出、および再構成の結果が、解
析者に理解しづらいものとなる場合がある
ことが分かった。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

変化をもたず定常的に出現する事項、ある
時点でのみ出現する事項の抽出を、複数の時
系列文書から行えている。個人の行動履歴と
いう、文書以外の時系列データからの抽出も
行えた。また、抽出結果を利用するために、
並び替える、組み合わせるなどの検討も行い、
そのためユーザインタフェイスの整備を進
めている。これらより、本研究はおおむね順
調に進展していると判断する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
  まず、以下の 2 つのシステムの研究開発、
実装を引き続き行う。 
(1) 時間経過に沿って蓄積された文書群の
ある時点において出現した主題が、一時的な
主題か、あるいは定常的な主題であるかの分
類を、システム利用者の設定に応じて行うシ
ステム。 
(2) 出現する主題をそこに含まれる内容、出
現期間などの指定に基づいて抽出し、システ
ムを利用する解析者の視点に基づいて組み
合わせおよび再構成を行うシステム。 

つぎに、これまでにおこなった検討をふま
えて、蓄積された文書群のうち、本研究が適
用可能な領域、すなわち文書群への知識の集
約が起きる領域がどのようなものであるか
について検討を行う。この際、たとえば一律
に忘却を行う部分の変更など、本研究手法の
調整も検討する。 

同時に、活動に参加した人々の知識が集約
される形で文書を残すためにはどのような
場の設定が適しているのか、すなわち本研究
の手法にあった情報の蓄積を起こすのに適
している状況を用意する方法について、調査
をすすめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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